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　本県の畜産業の産出額は536億円（平
成26年）で、そのうち酪農部門は113億円
（21％）を占める重要な産業です。生乳生
産量は約94千トン（平成26年）で中四国 1
位、全国でも11位の生産量を誇ります。
　また、本県乳牛の産乳能力は年々向上し、
牛群検定成績によると平成27年次の305日
検定乳量は、ホルスタイン種が9,637kgで、
10年前と比較すると390kg増加しました
（図1）。

図1．ホルスタイン種305日検定成績

　ジャージー種においては6,810kgで、10
年前から830kgと大幅に増加しており、本
県における乳牛の改良と飼養管理技術は大
きく向上しています（図2）。

図2．ジャージー種305日検定成績

　しかしながら、他の都府県と同様に、高
齢化や担い手不足等から、農家戸数と飼養
頭数の減少が進んでいます。また、平均産
次や分娩間隔は向上しておらず、飼養頭数

を確保するためには、生産基盤の強化に加
え、後継牛の確保や繁殖成績の向上も大き
な課題となっています（表1）。

表1．平均産次及び分娩間隔の推移

　そこで、本県酪農業の更なる振興を図り、
県産牛乳の安定的な生産・供給に資するた
め、県では関係機関と連携しながら生産基
盤の強化、担い手の育成、消費拡大等に取
り組んでいますので、その主要施策につい
て紹介します。

【生産基盤の強化】
○高品質乳牛導入事業
◆�目的：優良乳用雌牛の導入により、高品
質生乳の安定的生産を図ります。
◆事業内容：優良乳用雌牛導入の支援

○乳用牛群総合改良推進事業
◆�目的：牛群検定の普及・推進に努め、牛
群改良や飼養管理技術の向上を図りま
す。
◆�事業内容：泌乳能力検定、繁殖管理、飼
養管理記録の集計分析及び情報提供

○「みんなの牧場へ」ステップアップ事業
◆�目的：公共育成牧場の機能強化及び地域
内後継牛の生産流通体制の整備を図りま
す。
◆�事業内容：①施設の改修等②預託牛の運
搬等③農作業受託等④酪農家による後継
牛生産と地域酪農家への流通の促進

岡山県における酪農振興施策について
岡山県農林水産部畜産課
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分娩間隔（日） 423 441 436 440
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○「ジャージー×岡山和牛」コラボで増産！
　蒜山地域活性化事業
◆�目的：効率的な優良ジャージー後継の確
保を推進します。
◆�事業内容：①採卵及び移植による優良後
継牛の確保②性判別精液による後継牛確
保③和牛子牛生産による農家所得の確保

【担い手育成】
○�明日の畜産を支えるのはあなた！
　応援事業
◆�目的：関係機関と連携して施設・設備等
の継承システムの構築を図り、担い手確
保を推進します。
◆�事業内容：岡山県地域システム確立協議
会の活動支援、畜産クラスターの構築を
推進

【消費拡大】
○牛乳・乳製品消費拡大事業
　県産牛乳の安定的な消費に資するため、
学校給食への供給事業を適正かつ円滑に
推進します。また、毎年6月の牛乳月間や
各種イベント等で消費拡大キャンペーンを
行い、牛乳の持つ健康・機能面についても
PRします。
　さらに、岡山県マスコット「ももっち」
を用いた「県産牛乳100％認定制度」の普
及に努めます。

【支援体制】
　おかやま酪農協、農業共済連、（一社）岡
山県畜産協会及び岡山県で構成する“岡山
県酪農経営支援チーム”が平成20年に発足
し、関係機関相互の連携を図りながら、酪
農家の経営支援を行ってきたところです。
これまで乳質改善や飼養管理技術等を中心
に支援を実施してきましたが、発足後8年
が経過し、県内酪農の状況が変化してきた
中、繁殖性の向上、後継牛の確保の重要性
が増してきています。昨年度、岡山県酪農
経営支援チームは、牛群検定成績の活用を

促進するため、成績データの分析ポイント
を明確にし、農場の状況を簡易に把握でき
る「牛群検定検証シート」を作成しました
（図3）。この検証シートは、乳質や体細胞
数を把握し、飼養管理技術の改善の外、繁
殖の改善や将来に向けた牛群改良を検討す
ることもできます。今年度から、この検証
シートを利用した農家支援を行うこととし
ています。

図3．牛群検定検証シート（一部）

　この支援チームの活動に加え、畜産クラ
スター事業の活用が重要です。畜産クラス
ターとは、農家をはじめ地域の関係事業者
が連携・結集し、地域ぐるみで畜産の振興
を図る体制のことで、事業を活用すること
は、今後、岡山県酪農の生産基盤強化を目
指す上で、有効と考えています。

図4．畜産クラスターのイメージ

　これらの事業が円滑で効果的なものとな
るよう、引き続きご協力をお願いします。
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１　はじめに
　有限会社スカイファーム（髙田勉代表取
締役）は、倉敷市玉島陶に位置する、いわ
ゆる弥高山に本社及び農場をおき、現在、
役員 5名と従業員31名で採卵鶏545千羽を
飼養し、年間9,657ｔの鶏卵を生産する農業
者です。同社の名前は「空に近い弥高山」
で農場経営行う光景から由来します。
　鶏卵生産、鶏卵販売、堆肥製造、堆肥販
売、経理と5部門に責任者を配置しており、
県内でも有数の規模を誇る採卵養鶏経営を
確立しています。
　今回は、同社が2カ年で取り組んでいる
事業について紹介します。

２　「スカイファーム」の設立
　さて、同社は昭和32年に現代表の父髙田
辰夫氏がロード園髙田種鶏場として、自宅
で種鶏孵化業を開始したのが始まりで、辰
夫氏の技術レベルは高く、過去に産卵能力
検定で世界新記録を出す等、優秀な成績を
収められました。代表取締役の髙田勉氏は、
大学を卒業後、父辰夫氏の経営するロード
園髙田種鶏場に従事し、当時は中国四国地
方だけでなく、関東地方へも雛の販売営業
を行う毎日だったそうです。昭和45年に弥
高山へ移転し、昭和49年に種鶏2千羽に加
えて採卵鶏2千羽を導入し、採卵養鶏を始
めました。その後、昭和51年に種鶏孵化部
門を廃止し、採卵養鶏業へ一本化しました。
その翌年、昭和52年に同じ志を持つ仲間と

ともに、同社（採卵養鶏場）を設立し、代
表取締役に就任されました。

３　「強い農業づくり交付金」の活用
　「強い農業づくり交付金事業」は、国産
農畜産物安定供給のため、生産から流通ま
でに必要な共同利用施設の整備等を支援
する国の事業です。同社はこの事業を活用
し、生産基盤整備と収益力強化を図ってい
ます。
（1）事業計画の概要
　交付金が県・倉敷市を経由し交付される
事業主体として次の取組を行っています。

【ウインドレス鶏舎等の外観（平成27年度）】
（奥側は他社の鶏舎があり一帯が畜産団地です）

〔県民局だより〕

鶏卵の生産性向上と地域との共存を目指して
～有限会社スカイファーム（倉敷市）～

備中県民局農畜産物生産課
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（2）取り組むに至った経緯
　同社は平成15年に第 1号となるウインド
レス鶏舎を建設しました。現在は6農場あ
り、3農場がウインドレス鶏舎で、残り 3
農場は高床式鶏舎です。今後、高床式鶏舎
を順次ウインドレス鶏舎へ変更する計画です。
　近年、大手コンビニチェーンの店舗数増
加に伴う需要の増加、さらには量販店で
ミックスパックが定着したこと等から、原
卵不足が危惧され、取引先からは出荷量を
増加するよう求められており、出荷量を安
定的に確保する必要がありますが、高床式
鶏舎では、気温等の環境の変化の影響を受
けるため、生産性が安定しない状況です。
　また、当該地域は養鶏農場が密集して
いるため、家畜伝染性疾病の侵入による
被害を最小限に抑える防疫体制を整えるこ
とが必要です。高床式鶏舎はウインドレス
鶏舎に比べて、高病原性鳥インフルエンザ
（HPAI）等の家畜伝染性疾病の侵入リスク
は高くなります。
　さらに、高床式鶏舎はハエ等の衛生害虫
の発生が多く、民家と畜産農場が混在する
当該地域では環境問題への対応は必須です。
（3）期待される効果
①　鶏卵の生産量増加と安定供給
　�　鶏の適切な生産環境を確保できます。
また、収容可能羽数は現在の545千羽か
ら事業完了後は576千羽に増羽する予定
です。
②　従業員の労働負担軽減
　�　分散している高床式鶏舎をウインドレ
ス鶏舎に統合することで鶏舎内での作業
時間や鶏舎間の移動時間が短縮され、従
業員の労働負担が軽減されます。
③　防疫体制の強化
　�　疾病の減少による生産性の向上及び
HPAIの侵入リスク低減が図られます。

④　衛生害虫の発生を抑制
　�　衛生害虫の発生が抑制され、周辺地域
での環境問題が改善されます。また、従
業員や採卵鶏へのストレスの軽減によ
り、作業効率と生産性が向上します。さ
らに、衛生害虫の駆除に係る薬剤散布量
を減らすことでコスト低減につながりま
す。

４　地域との共存を目指して
　近年の同社の取組の中で、事業実施のほ
かに地域の環境改善の取組に力を注いでい
ます。採卵鶏を飼育していると衛生害虫（ハ
エ）が発生することから、地域の畜産農家、
地元町内会、倉敷市、県と協力し、当該地
域の共同防除を実践しています。また、耕
作放棄地へ景観作物（ひまわり）を植える
等、地域の環境に配慮しています。

５　おわりに
　本事業は今年度2年目であり、完了後の
事業効果により、同社がさらに成長・発展
し、県内の鶏卵の生産量増加と安定供給に
つながっていくことを期待しています。

【役員のうち4名と従業員1名、
写真上の一番左が髙田勉氏】
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＜はじめに＞
　今年は猛暑になると言われており、アメ
リカ航空宇宙局（NASA）によると、 4月
の世界の気温と海水温が観測史上最高を記
録し、2016年は「史上最も暑い年」となる
可能性があるとのことです。今後、暑さに
弱い乳用牛の管理に注意が必要となります。
　ところで、西大寺地区の平成27年度の乳
質ですが、奨励基準であるバルク乳 1ml
中の体細胞数が30万個以下である農家の
割合（体細胞数適合率）が80.9％と県内で
No. 1 となりました（表1）。さらに、経産
牛1頭あたりの乳量は前年よりも782kg増加
し、牛の能力を上手に引き出して効率的な
搾乳を実現していることがうかがえます。
ではなぜ、県内でも特に暑さの厳しい地区
にも関わらず体細胞適合率No. 1 となった
のか？！
　今回は、暑さに負けず、乳質の良好な生
乳を生産する西大寺地区の取り組みを紹介
したいと思います。

＜西大寺地区の現況＞
　西大寺地区は、図1のとおり岡山県の南
東部に位置し、乳用牛農場は、特に岡山市
南東部および瀬戸内市といった暑さの厳し
い地域に多く分布しています。

図1　西大寺地区乳用牛農場位置図

表1　体細胞数30万以下適合率（%）

＜乳汁検査実施状況＞
　岡山県では家畜保健衛生所において、春
と秋の年2回バルク乳細菌検査を全戸実施
しています。平成24～27年度の西大寺地区
バルク乳細菌検査結果の推移を表2～4に
示しています。
　表2には、全体的な搾乳衛生状態（搾乳
作業、搾乳機器の洗浄）の指標である一般
生菌数が、目標値 2千個/ml以下の農家割
合（％）を示しています。年度毎にばらつ
きはありますが、平成25年度以降 2千個/
ml以下の農家割合がやや高くなっており、
改善しています。
　表 3には、黄色ブドウ球菌（SA）陰性
農家割合を示しています。平成25年秋以
降は50％を上回っており、平成27年度秋は
72％と非常に高い割合となっていました。
　表4には、衛生的搾乳作業（乳頭の清拭、
ディッピング）の指標である大腸菌群数
が、目標値40個/ml以下の農家割合を示し
ています。秋の結果から、平成25年度以降
は70％を超えており、衛生的な搾乳作業が
実施できている農家が増えていると思われ
ます。平成27年度には、春も80％と好成績
の農家が多くなっていました。
　バルク乳細菌検査結果においても、西
大寺地区は平成27年度の成績が向上してお
り、衛生的な搾乳の実施、SAを主とした
乳房炎対策により体細胞数の低減につな
がったのではないかと考えられます。

〔家保のページ〕

西大寺地区の平成27年度体細胞数適合率が岡山県下 No.1！
岡山家畜保健衛生所

H24 H25 H26 H27

西大寺地区 65.5 79.6 77.6 80.9

県全体 65.6 77.2 75.8 74.0
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表2　西大寺地区バルク乳細菌検査結果
（一般生菌）

表3　西大寺地区バルク乳細菌検査結果
（黄色ブドウ球菌）

表4　西大寺地区バルク乳細菌検査結果
（大腸菌群）

　さらに、個体乳検査（乳房炎原因菌検査、
乾乳前検査、SAスクリーニング検査）も
実施しています。検査結果は診療獣医師等
と情報共有し、適切な治療や対策の実施に
つなげています。

＜これまでの乳質改善指導の取り組み＞
　西大寺地区では、平成14年度から指導
チームを立ち上げて重点的な指導をスター
トさせました。搾乳立会では、正しい搾乳
手順の普及や機器のメンテナンスを指導し
ましたが、最初は押しかけだったので改善
に結びつかないことも少なくありませんで
した。そこで、地域のリーダー的存在の農
家をターゲットにして普及効果をねらいま
した。その後、バルク乳検査がスタートし
てからは、改善意欲のある農家を対象にし

たところ、改善につながっていったように
思えます。
　農家の意識改善には、農家自身の搾乳作
業の動画を研修会で検討したり、搾乳手技
や洗浄に関するアンケート調査などの取り
組みが効果的でした。アンケートでは意
外にも洗浄方法に勘違いが多いことがわか
り、全戸巡回で一斉に指導したり、バルク
乳検査を農家が気にかけていることも把握
でき、指導方針の後押しにもなりました。
　また、搾乳手順の変更や個体乳検査を基
にした乳房炎対策の他に、搾乳機器の調整
やカウコンフォートを併せて実施すること
で乳質や乳量の増加につながった事例もあ
ります。
　現在も、関係機関とともに全戸巡回指導
を実施しており、バルク乳細菌検査結果を
各農家に説明し、その際に培地の写真を用
いてよりインパクトを与えることで意識改
善を図ろうと工夫しています。

＜今後のさらなる体細胞数低減のため＞
　これまでの対策により体細胞数適合率が
かなり向上しましたが、SA検出農家割合
は平成28年度春のバルク乳細菌検査におい
て44.4％とまだまだ高い状況でした。SA対
策を進めることで、さらに体細胞数適合率
が向上するのではないかと考えています。
　対策の第一歩として、全頭検査の実施を
勧めています。SAの治療効果は低く、撲
滅するためには牛の更新が必要な場合もあ
り、直ちに撲滅できるものではありません。
しかし、SAを撲滅した農家もあり、対策
が有効な細菌だと考えています。あきらめ
ず、積極的な対策をとっていただくことで
撲滅していければと考えています。
　中国地方も、非常に暑い日々が続いてい
ます。厳しい夏になりそうですが、乳質改
善の取り組みを継続し、さらなる成績の向
上を目指したいと考えています。
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　乳用牛において、暑熱ストレスの下では
乾物摂取量（DMI）が低下して乳量の減少
や乳脂率の低下が起こります。
　その原因の一つにルーメンアシドーシス
があります。ルーメンアシドーシスはルー
メンのpHが5.8以下に下がる状態をいいま
す。ルーメンアシドーシスになると、ルー
メン内の繊維消化バクテリアの活動が著し
く低下し、繊維の消化率が下がり乳脂率も
低下します。
　さらに、ルーメンアシドーシス下では、ルー
メンpHの低下によってルーメン微生物が多
量に死滅することで産生されるエンドトキシ
ン（LPS）が多量に放出されます。LPSは発
熱や全身性炎症反応症候群を引き起こし、
繁殖成績の低下、免疫力の低下による乳房
炎などの感染症の増加や蹄の血管に影響し
て蹄病を発生させるといわれています。ま
た、生体防御反応で急性期蛋白濃度（CRP）
が上昇し、血中のカルシウム濃度を低下さ
せることが分かっています。この状態が分
娩と重なると、深刻な低カルシウム血症（乳
熱）を引き起こすことになります。
　ルーメンアシドーシスの発生要因は飼主
側の管理技術に依存するところが大きいと
いわれます。
　乳量や収益性を考えなければルーメンア
シドーシスのリスクは回避できるかもしれ
ません。しかし、生産性を高めるためには
穀類の給与が必要であり、穀類を多給すれ
ばリスクが高くなることを理解しなければ
なりません。ここで問題になるのが暑熱の
影響による粗飼料摂取量の低下（選び喰い）
です。粗飼料の残飼が増えることで、濃厚
飼料を多給している意識がないままに穀類
割合が増加し、ルーメンでは穀類多給と同
じことが起こっているのです。粗飼料の残

飼が増えてきたら要注意です。粗飼料摂取
量が多いほど反芻時間は長くなり、唾液（バ
ファー）によって発酵酸が中和されルーメ
ンpHは上がります。粗飼料は細断（3㎝）
することで乾物摂取量を増加することがで
きます。物理的有効繊維を十分に摂取させ
ることで、唾液による中和作用を増加させ
バッファー効果を期待しましょう。また、
暑熱の影響の大きい夏は酸を多く発生する
穀類を多給してはいけません。粗飼料摂取
割合が40％を下回らないように濃厚飼料の
給与量を調整してください。バッファー効
果を期待して重曹の給与も検討しましょう。
　ルーメンアシドーシスは早期に発見する
ことが大切です。しかし、亜急性ルーメン
アシドーシス（SARA）は臨床症状を伴わ
ず、発見することが難しくなります。簡単
に判断できる材料として、糞便の状態を観
察してください。糞便が緩い～下痢であれ
ばアシドーシスの発生が危惧されます。そ
の上で、DMIや乳量のばらつき、選び喰い
の有無など、総合的に判断することが大切
です。
　夏の暑熱の時期、乳牛へのストレスを軽
減することが大切です。反芻は副交感神経
により支配されていますが、ストレス下で
は交感神経が優位となり反芻時間が減少し
てしまいルーメンアシドーシスのリスクが
高くなります。乳牛がストレスを感じずに
生産活動ができるようカウコンフォートに
積極的に取り組み、快適な牛舎環境で猛暑
を乗り切りましょう。
　ルーメンアシドーシスの原因は一つでは
なく、複数の要因が絡まればリスクはより
高まります。「これだけやればよい」とい
う特効薬はないので、複合的に取り組むこ
とが大切です。

〔共済連だより〕

家 畜 診 療 日 誌
北部基幹家畜診療所　西川　達也
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１．はじめに
　黒毛和種繁殖経営において、収入の糧は
子牛を生産することから始まります。その
ため、いかに効率よく母牛たちを受胎させ
ることができるか、つまり繁殖性を向上さ
せることができるかが経営に直結する最も
重要な、そして永遠の課題の一つです。
　繁殖性を向上させる方法の一つにホルモ
ン剤等の使用が挙げられますが、ホルモン
剤によって良い反応性や良い発情を起こさ
せるためには、その土台となるバランス
のとれた食事を与えることが重要になりま
す。（図1）

図1

２．バランスのとれた食事とは
　黒毛和種繁殖牛は、必要な栄養のほとん
どをルーメン（第1胃）内の微生物による
発酵産物でまかなっていると言われていま
す。つまり、日々の活動や体の維持のため
のエネルギー、酵素やホルモンなどを作り
出すための材料、ビタミンまでもルーメン
の中の微生物が作り出しています。牛は、
微生物が作り出した産物と微生物自体を消

化吸収することで、日々の生活をしている
のです。
　バランスのとれた食事とは、ルーメンの
発酵状態を良好に保ち、ルーメンの微生物
に最大限の仕事をさせるための飼料である
と言えます。
　その微生物に最大限の仕事をさせるため
には、微生物のエサとなる栄養素（主に繊
維やデンプン等とタンパク質）と食事しや
すい環境（ちょうど良いpH）が必要です。
　では黒毛和種繁殖牛におけるルーメンの
良好な発酵とはどういう状態でしょうか。
　繁殖牛の生産物はその産子であり、母牛
たちが効率よく受胎すること、すなわち繁
殖性が良くなるためのルーメン内の発酵状
態（微生物の増殖状態）が良いことになり
ます。

３．繁殖性に影響する発酵状態
　先ほど述べた繊維、炭水化物、タンパク
質はルーメンで図2の様に微生物に利用さ
れ、最終産物となります。
　そのため、最終産物同士により中和され、
良い発酵状態では、ルーメン内微生物の増
殖も活発で、ちょうど良いpH（6.5 ～ 7.5）
に保たれています。
　このような良い発酵下で作られた産物か
ら、十分なエネルギーや体を作る材料を得
ることができ、特にVFAの一つである酢
酸は、コレステロールの原料でもあり、卵
胞・黄体ホルモンなどの原料となります。
また、ミネラルなどの吸収効率も上がり、
繁殖性が向上するような好循環が生まれます。

〔技術のページ〕

バランスのとれた食事が繁殖性向上につながる！
畜産研究所　飼養技術研究室　生産性向上研究グループ
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　しかし、ここにタンパク質を増給すると
ルーメン内では、産生されるアンモニア量
に対し、中和するVFAが不足し、pHはア
ルカリ側に傾きます。分解の速いタンパ
ク質を給与した場合も、同様に、ルーメ
ン内で急激に増加したアンモニアに対し、
VFAの産生が追いつかずアルカリ側に傾
きます。ルーメン内に大量に発生したアン
モニアはルーメン壁から血中へ移行し、血
中アンモニアは卵子に悪影響を及ぼすこと
が知られており、結果、繁殖性が下がるこ
とになります。
　逆に、炭水化物（NFC）を増給すると
ルーメン内では、乳酸産生菌により乳酸に
分解され、乳酸をVFAに変換するための
酸利用菌は大量に発生した乳酸を処理しき
れず、強い酸である乳酸の大量発生により
ルーメン内のpHは下降して行きます。特
に、pHが少し下がった状態では、牛は日々
の活動に必要な栄養をとることが出来ず、

やはり繁殖性は低下します。
　これらのことから、よい発酵状態を維持
するため、繁殖性を向上させるためにも、
バランスのよい食事はとても重要であると
言えます。

4．おわりに
　繁殖性に影響する栄養素は、ルーメン発
酵で少量しか産生されない、または、ルー
メン内で産生されないビタミンや微量元素
等も関係しています。それらは良質な飼料
から摂取する以外にありません。ともすれ
ばサプリメント等に目が行きがちになって
しまいます。しかし、サプリメントで補っ
ても、バランスのとれた食事により良い
発酵をさせなければ意味がなく、その後の
様々な技術にもつながりません。そのこと
を思い描きながら、繁殖性向上のための研
究に取り組んでいきたいと思っています。

図2
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１．はじめに
　本県の酪農は、高齢化や担い手不足等か
ら、酪農家戸数と飼養頭数の減少が進む中
で、生乳生産量も減少傾向で推移してきま
した。しかし、このような状況の中、平成
24年と平成27年は、前年対比で生乳生産量
がプラスに転じた年となりました。
　平成24年は、酪農中止者が17戸（内 1戸
は新規就農者継承により減少戸数は16戸）
あり、搾乳農家戸数が330戸から314戸へ減
少しましたが、乳量が前の年の98,603tから
99,257 t と前年比0.7%の伸びを示しました。
　その要因は、1戸当たりの経産牛飼養頭
数が前年の36.3頭から38.3頭へ 2頭増頭し
たことで、県全体の経産牛頭数がほぼ横ば
いで推移したことがあげられます。　　
　また、生乳生産量が増加したもう一つの
要因は、飼養管理技術等の向上により経産
牛1頭当たり乳量が、平成23年の8,086㎏か
ら8,252㎏（ホルスタイン、ジャージーを含
んだ岡山県全体の総乳量）と 1年で約200
㎏増加したことがあげられます。
　一方、平成27年の生乳生産量は、前年の
93,060tから93,531tとなり、平成25年からの
減少に歯止めがかかり、前年対比100.5%と
僅かではありますが、増加となりました。
　そこで平成27年の生乳生産量が増加した
ことの要因について、乳牛頭数及び天候等
の分析可能なデータに基づき分析してみま
したので報告します。

２．要因その１－天候
　図1は、岡山県の月別出荷乳量を前年度

と比較したものです。これを見ると6月か
ら 9月の前年対比出荷乳量がかなり上回っ
ており、夏期の暑熱の影響が前年より少な
かったことが見て取れます。

 

図1　月別出荷乳量の比較

　平成27年の夏期の気温をみると、表1の
とおり、6月、7月、9月の最高、最低、
平均とも、前年と比較して低い気温となっ
ています。8月は最高気温が前年より高く、
平均気温も前年より高かったものの、表 2
のとおり、最低気温で24℃以下の日数が多
く、乳牛の飼養環境としては、例年と比較
して恵まれており、乳牛の暑熱ストレスが
最小限に抑えられ、産乳量の低下が抑えら
れたことが大きな要因としてみることがで
きます。

表1　岡山県の夏期気温の推移

（平成28年 8月のデータは4日間のみ）

〔特　集〕

平成27年岡山県生乳生産動向
（一社）岡山県畜産協会
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表2　夏期最低気温24℃以下日数の推移

 

３．要因その２－初産牛頭数
　牛個体識別全国データベースをもとに、
本県の乳牛平均飼養頭数の推移を表3に示
しました。
　2歳以上は、毎年減少していますが、平
成27年は前年と比較し330頭の減少で、平
成25年から平成26年の減少頭数487頭と比
較して、少なくなっています。
　一方、育成牛の飼養頭数も減少していま
すが、平成26年に限り、1歳以上の飼養頭
数が例年より多く、これらの自家産初妊牛
が平成27年に入り分娩したことがみてとれ
ます。
　また表4のとおり、平成27年に北海道か
ら転入した頭数が859頭と、平成26年と比
較し1.5倍あったことから、これらが分娩
し、産乳量の増加に貢献したことがうかが
えます。
　このように平成27年は、経産牛頭数は減
少しましたが、減少幅は狭く、自家産の初
妊牛と北海道からの初妊牛導入頭数が多
かったことから、泌乳期間前半の生産効率
の高い経産牛が多かったことが、生産量が
伸びた要因の一つであると思われます。

表3　乳牛平均飼養頭数の推移

 

表4　北海道からの転入頭数の推移

 

４．地域別特徴
　今まで県全体で見ましたが、次に地域別
に見てみます。
　地域別の酪農家戸数の推移は、表5のと
おりで、地域間に差はあるものの、全ての
地域で減少しています。

表5　おか酪事業所別酪農家戸数の推移

 

　次に、地域別の経産牛飼養頭数の推移を
表6にまとめました。地域別の経産牛頭数
は、おか酪で8月・2月に実施されている
現況調査により、年間頭数は、8月と 2月
の経産牛頭数を平均しました。
　各地域とも、戸数の減少に比例して経産
牛頭数を減らしており、特に、搾乳中止
農家が多かった西大寺地区の頭数が162頭、
約10%減少し、また、勝英地域も73頭、建
部地域が46頭減少している中で、備南地域
は21頭ですが増加しており、びほく地域は、
ほぼ前年並みを維持しています。
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表6　おか酪事業所別経産牛頭数の推移

 

　表 6の頭数をもとに地区ごとの年間生乳
生産量から経産牛1頭当たり乳量を計算し
たものが表7です。

表7　�おか酪事業所別経産牛1頭当たり産乳量の
推移

　これをみると経産牛1頭当たり乳量は全
地区で生産量を伸ばしていました。特に備
南・勝英・津山・建部・蒜山地区では、平
均乳量で9,000㎏を超え、さらに備南では平
均乳量9,500㎏を超え、建部も9,500㎏に迫
る乳量となっています。
　このように、県内ほとんどの地域で経産
牛頭数が減少したにもかかわらず、県全域
で経産牛1頭当たり産乳量が増加し、また、
特に1頭当たり産乳量が伸びた、備南・び
ほく地域での頭数の増加により、表8のと
おり、地域別では、西大寺・勝英・真南が
生産量を落とし、津山・建部が横ばいの中
で、備南・びほく・蒜山地区がそれぞれ生

産量を伸ばし、県下全体で微増という結果
になりました。

表8　おか酪事業所別生乳生産量の推移

 

５．まとめ
　平成27年の生乳生産量が前年より増加し
た要因について見てきましたが、牛群検定
結果をみても、平均産次や分娩間隔が向上
していない中で、生乳生産量が増えたの
は、①夏期の暑さ、特に夜間に涼しい日が
多く、乳牛の暑熱ストレスが最小限に抑え
られたこと、②県内の育成牛率が高く、自
家産の初妊牛頭数が多く、また北海道から
の初妊牛導入頭数が多かったことから、泌
乳期間前半の生産効率の高い経産牛が多
かったことが要因としてあげられます。
　また、初妊牛導入頭数が多かった要因は、
備南・びほく地域の大型法人経営による規
模拡大によるものです。
　今後の本県の生乳生産量を維持するため
には、畜産クラスター事業をはじめとする
国や県の各種施策を活用し、意欲ある酪農
家による規模拡大の推進と、家族経営を中
心に据えた地域全体での収益力向上の取組
の推進、また、地球の温暖化を念頭に、よ
り一層の暑熱対策の取り組みが重要になる
と思われます。
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　私は、父と祖父の酪農をしている姿をみ
て、酪農を自分の仕事にしようと決意し、
岡山県立高松農業高等学校、（公財）中国四
国酪農大学校に進み、平成20年に卒業と同
時に就農しました。就農1年後に結婚して、
現在、長男（6歳）、長女（4歳）、次女（3
歳）、三女（0歳）と 4人の子供に囲まれ、
家に帰るのがとても楽しみです。
　昨年度に（株）三宅ファームとして新築
牛舎（フリーバーン）を建設し、80頭増
頭しました。現在は、経産牛140頭、育成
牛21頭（預託）、和牛37頭の規模です。作
付面積は昨年より拡大し、田（2 ha）、畑
（6 ha）、草地（18.4ha）とし、自給飼料を
増産し自給率向上に努めています。
　私は主に、搾乳と繁殖管理を任され、個
体能力向上と良質乳の出荷に努めていま
す。繁殖管理については、昨年導入した初
妊牛80頭の、分娩後の受胎、事故が心配で
したが、ほとんどの導入牛が事故もなく受
胎し、この秋に 2産目の分娩を迎えます。
乳量についても期待しているところです。

乳質については、脂肪率3.67％、無脂固形
8.8％、体細胞数18万です。
　今後については、現在の規模を維持しな
がら、出荷乳量を増やしていきたいと思い
ます。また、増頭により自給飼料の作付面
積を増やしてはいますが、地域の荒廃地を
防ぐ為にもさらに作付面積を増やし、今以
上に良質な自給飼料を生産し飼料のコスト
削減に努めたいと思います。繁殖管理につ
いても受胎率を向上させて後継牛を確保し
ながら、和牛ＥＴにも取り組みたいと考え
ています。
　就農して8年目になり、今年家族も一人
増え楽しい毎日を送っています。
　今後とも地域の仲間や関係機関の方々の
御助言をいただきながら、仲間と共に地域
に貢献できればと思っています。
 

〔畜産現場の声〕

地域で仲間と共に
高梁市　三宅　勇輝
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１　はじめに
　本校は生物生産科1クラス、園芸科学科
2クラス、生活デザイン科1クラスの合計
3学科4クラス、464名が「いのちと心の教
育で人づくり」を教育目標に、日々の学習
に取り組んでいます。

２　学習内容
　畜産教育は生物生産科1学年では「作物
の栽培」と「家畜の飼育」の基礎を学習し、
2学年からは栽培と飼育の2類型に分かれ
て専門的な学習をします。

３　類型学習
　飼育類型では和牛約20頭、採卵鶏約1,500
羽をはじめ、ヤギ、ヒツジ、ミニブタ、ウ
サギ等の多くの種類の動物を飼育していま
す。動物の飼育管理や食品加工実習を通じ
て、専門的な知識・技術を身につけ、命の
尊さや責任感、相手の立場を思いやる心に
ついて考え、人へ優しくできる態度を育ん
でいます。
1）畜産実習・総合実習
　養鶏では、採卵鶏ボリスブラウンから生
産される卵を毎日集め、年間44万個の卵を
出荷しています。
　和牛では、黒毛和種での繁殖経営を主と
して行っていて、肥育経営の学習では年間
2頭程度を飼養しています。特筆すべきは、
来る平成29年 9月に夢メッセみやぎで開催
される第11回全国和牛能力共進会宮城大会 
特別区「高校の部」に出品可能な牛が誕生
したことです。元気に育て、岡山県のウシ
を全国に発信できるようにしたいです。

2）校外学習
　農業インターンシップを始めとし、地域
の農家、農業関連企業の方にお世話になっ
ています。また、県畜産協会・県畜産課が
主催される和牛入門講座に本年度も4名が
参加し、“将来、農家になろう”と考える
生徒がいます。

 
４　結びに
　動物に携わる仕事に就きたいと本校に入
学してくる生徒は、 3年間の学習の中で、
“決意”を固めていきます。
　農業を取り巻く環境は今後も変化してい
くと思いますが、その変化へ柔軟に対応し、
今後の畜産業を担う人材をこれからも育て
ていきます。

〔教育現場の声〕

瀬戸南高校における畜産教育
岡山県立瀬戸南高等学校　生物生産科
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＜募集要項＞
・課　程
　　園芸課程（果樹・野菜・花きコース）
　　畜産課程（和牛コース）
・募集人員　　35名
・受験資格
　　「高校を卒業又は平成29年 3月末卒業見
込みの者」または「高校卒業と同等以上の
学力があると認められる者」
・応募方法
　　次の入学関係書類を農業大学校へ提出
・提出書類
　ア　入学願書（本校所定の用紙）
　イ　�写真 2枚（出願前 3ヶ月以内に撮影し

た正面上半身無帽の縦 4 cm、横 3 cm
のもの）

　　　※�うち 1枚は下記ウの履歴書に貼付
し、もう 1枚は同封すること

　ウ　履歴書（本校所定の用紙）
　　　※�上記イの写真のうち1枚を貼付する

こと
　エ　�最終学校の調査書（出身学校の進学用

所定用紙）
　オ　身体検査書（本校所定の用紙）
　　　�（平成29年 3月高等学校卒業見込みの

者は不要）
　カ　�志望動機及び将来計画書（本校所定の

用紙）
　キ　�返信用封筒（長形 3号（縦23.5㎝、横

12㎝）の封筒に392円分の切手を貼り、
宛名を明記し、かつ‘簡易書留’と朱
書きすること）

　ク　�推薦書（推薦入学のみ、本校所定の用
紙）

　※�入学願書等は、農業大学校にご請求いた
だくか本校ホームページからもダウン
ロードしていただけます。なお、郵便で
ご請求いただく場合は、あて名を明記し、
250円切手を貼った返信用封筒（角形 2号：
A 4版が入る封筒）を同封してください。

・提出先
　岡山県農林水産総合センター農業大学校
　（〒701−2223　赤磐市東窪田157）
・願書受付期間
　　推　　薦：平成28年 8月24日（水）
　　　　　　　　　　～ 9月 7日（水）

　　一般前期：平成28年10月12日（水）
　　　　　　　　　　～10月26日（水）
　　一般後期：平成28年 1 月 4 日（水）
　　　　　　　　　　～ 1月11日（水）
　　（郵送の場合当日消印有効）
・受験料　　無料
・入学試験日
　　推　　薦：平成28年 9月24日（土）
　　一般前期：平成28年11月 9日（水）
　　一般後期：平成29年 1月25日（水）
　　※�ただし、合格状況においては後期試験

を実施しないことがある。
・場　所
　　岡山県農林水産総合センター農業大学校
　　（赤磐市東窪田157）
・試験科目
　　筆記試験及び面接
・筆記試験科目
　　推　　薦　
　　　必須科目：小論文
　　　�選択科目（ 1科目）：数学Ⅰ、生物基

礎又は農業と環境（基礎的な学力を問
う各科目共通した計算問題を含む）

　　一　　般
　　　�必須科目（ 2科目）：国語総合（現代

文のみ）及び小論文
　　　�選択科目（ 1科目）：数学Ⅰ、生物基

礎又は農業と環境（基礎的な学力を問
う各科目共通した計算問題を含む）

・合格発表
　　推　　薦：平成28年10月 5日（水）
　　　　　　　午前10時頃
　　一般前期：平成28年11月24日（木）
　　　　　　　午前10時頃
　　一般後期：平成29年 2月 3日（金）
　　　　　　　午前10時頃
　　�（本校及び本校ホームページに掲示する
とともに本人に郵送で通知します。）

＜問い合わせ先＞
　電話番号　086−955−0550
　FAX番号　086−956−0090
　担当課等　岡山県農林水産総合センター
　　　　　　農業大学校　教務課
　ホームページ
　　http：//www.pref.okayama.jp/
　　soshiki/234/

　岡山県農林水産総合センター農業大学校は、試験研究や普及機関と連携して農業の実践教育を
通じ、岡山県農業の次代を担う人材を育成する研修教育施設です。本校が赤磐市東窪田に、分校
が美咲町にあります。全寮制・修業期間2カ年で、授業の過半を実習とした実践的な授業を行っ
ています。平成19年度から専修学校となったことから、日本学生支援機構（旧日本育英会）の奨
学金や4年生大学への編入学も可能となりました。また、トラクター・けん引運転免許、アーク
溶接、危険物・毒物劇物取扱、小型建機、家畜人工授精師等の資格取得のための研修会や講義を
授業に組み込んでいます。なお、入学金は不要で、授業料は年間118,800円です。

農業大学校学生募集
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　（有）福池精肉店の3代目社長である福池
匡
まさ

洋
ひろ

（下写真左）さんが、肉の新たな表現
方法を探し求めていたところ、静岡県の巨
匠と運命的に出会い、3年間毎月通い続け、
技術を習得後、昨年6月にオープンしたの
が、ドイツ製法の自家製ハムやソーセー
ジ、ベーコンなどを販売する専門店「Acht/
Herzen（アハト/ヘルツェン）」です。

　オープン以来、県営食肉市場から供給さ
れる県産肉を原料として、様々なアイデア
あふれる製品づくりに取り組まれてきまし
た。
　今年5月、師匠に誘われ、腕試しにIFFA
2016国際食肉加工コンテストに岡山県から
初の出品をしたところ、出品した9品目の
うち、金賞5、銀賞 2、銅賞 1と優秀な成
績を収められました。

　IFFA国際食肉コンテストとは、3年に
1度ドイツのフランクフルトでドイツ食肉
組合が開催する権威ある国際大会で、審査
方法は外見、断面の見た目、堅さ、密度、
食感、香り及び味など120～130項目にわた
り厳正にチェックされ、満点のものだけが
金賞となります。また金賞の栄誉に浴する
ことができる作品は、全体のわずか5～7％
と言われています。
　「今回、私たちがコンテストで金賞を受
賞できたのは、素材を供給してくれた県営
食肉市場の関係者の皆様、県内の生産者の
皆様、また家畜改良の研究を行ってくれた
県畜産研究所の皆様のおかげです。今後も
消費者の皆様に岡山県産の牛肉や豚肉のす
ばらしさを伝え、岡山の畜産を盛り上げて
いきたい。」と語る福池さん。
　店内には、
「岡山県産の
牛肉、豚肉、
鶏肉」の美味
しさをそのま
ま反映させた
数多くの加工
肉製品が、今
回受賞したト
ロフィーとと
もに並んでい
ました。

 

〔ホットニュース〕

岡山県初！IFFA 2016 国際食肉加工コンテストで金賞受賞！
～（有）福池精肉店　Acht/Herzen（アハト/ヘルツェン）～

岡山県農林水産部畜産課

Acht/Herzen
（アハト /ヘルツェン）

岡山市北区野田屋町1丁目4-1
電話　086-222-1186
ＨＰ　http://www.fukuike.jp/
営業時間　10：00～ 18：00（定休日：火）
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県内初の養豚での農場ＨＡＣＣＰの取組
（一社）岡山県畜産協会

　農場HACCPについては、農場の飼
養衛生管理にHACCPの考え方を取り
入れて、安全性を向上させる制度であ
り、国及び中央畜産会等により平成19
年頃から認証基準に沿った導入が進め
られております。本県でも、畜産協会
及び家畜保健衛生所等の指導により
（公財）中国四国酪農大学校等が認証取
得に向けた取組を行っています。この
度、岡山JA畜産（株）荒戸山SPF農場が、県内では初めて養豚での取組を行うこととなり、
平成28年 8月 4 日に、哲多町町民センターにおいて全従業員が出席しキックオフ大会を開
催しました。冒頭、石原社長が、「豚肉の生産者として、消費者に対し“安心”と“美味しさ”
を提供するためHACCPに取り組む」と力強く宣言し、HACCPチーム責任者、内部検証員、
チーム員に任命書の交付を行いました。また、来賓として高梁家畜保健衛生所の平田次長
が激励の挨拶をされ、その後、MPアグロ（株）の植田　HACCP選任マネージャーから認証
取得の意義等についての講演がありました。最後に、全従業員が一致団結して取り組むこ
とを誓いました。
　今後、月1回のペースで会議を開催し、2年程度での認証取得を目指すこととされてい
ます。
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　牛白血病は牛白血病ウイルス（BLV）感染後、通常では数年の潜伏期間を経て発症します。
全国の牛飼養頭数の感染率は約35％で年々増加しています。感染しても発症率は数％です
が、発症頭数は年々増加し、2015年には過去最多の2,869頭が発症し処分されています。
　いったん発症すると治療法はなく死に至ります。と畜場で発見された場合には1頭全て
が廃棄処分されることから、黒毛和種の肥育牛であれば100万円以上の損害となります。
　このことから今後、BLVに感染した子牛は敬遠され、子牛価格に影響することも十分に
考えられますし、過去には肥育農家から繁殖農家が補償を求められた事例もあります。
　今のうちに牛白血病清浄農場を目指して対策を取りませんか。対策の第一歩は、農場内
の牛がBLVに感染しているか否かを知ることからです。
　畜産協会では農林水産省の家畜生産農場清浄化支援対策事業により検査費用の半額を助
成していますので、検査を希望する方は下記の畜産協会までご連絡下さい。

〔助成対象農家の条件〕
　次のいずれかに該当し、検査の結果、感染牛がいた場合には家畜保健衛生所の指導に従い、
発生予防又は感染拡大防止対策を講じる農場。
　①　平成27年 4月 1日以降、検査又は発生により飼養牛に本病の感染牛がいたことが確

認されている農場。
　②　本病の感染牛を飼養する農場が所在する地域（市町村等）内の農場。
　③　平成27年 4月 1日以降に飼養牛の検査を行った農場。
　※②の条件に該当するかは、家畜保健衛生所にお問い合わせ下さい。

〔助成金額〕
　抗体検査・・・・・・・　家保の検査手数料（840円）の1/2
　ウイルス遺伝子検査・・　家保の検査手数料（2,630円）の1/2

　※対策については、各家畜保健衛生所にご相談下さい。

　　　検査の要望先
　　　　一般社団法人岡山県畜産協会 家畜衛生部（担当者：大塚）
　　　　　電話　086−232−8442

〔お知らせ〕

牛白血病検査を受けませんか!!
（一社）岡山県畜産協会　家畜衛生部
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岡山市場豚枝肉市況一覧表 価格は消費税込み：単位－円

2014年4月
2014年5月
2014年6月
2014年7月
2014年8月
2014年9月
2014年10月
2014年11月
2014年12月
2015年1月
2015年2月
2015年3月
2015年4月
2015年5月
2015年6月
2015年7月
2015年8月
2015年9月
2015年10月
2015年11月
2015年12月
2016年1月
2016年2月
2016年3月

555
582
607
589
558
554
524
563
580
545
572
579
575
564
568
607
607
576
497
500
548
486
546
520

543
571
589
582
540
542
506
547
568
531
575
562
555
541
552
607
605
564
481
486
536
457
529
504

525
548
567
565
541
543
506
541
558
534
556
536
534
526
554
604
608
578
494
486
532
460
529
511

上月 中 並 コ　メ　ン　ト肉豚

高値で安定推移
高値で安定推移
上価格＠600 円超
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
若干弱く
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠600 円超
上価格＠600 円超維持
上価格＠550 円中心で安定
上価格＠500 円中心で安定
上価格＠500 円中心で安定
上価格＠500 円中心で安定
上価格＠500 円中心で安定
上価格＠500 円中心で安定
上価格＠500 円中心で安定

岡山市場牛枝肉市況一覧表 全農岡山県本部畜産部価格は消費税込み：単位－円

2014年4月
2014年5月
2014年6月
2014年7月
2014年8月
2014年9月
2014年10月
2014年11月
2014年12月
2015年1月
2015年2月
2015年3月
2015年4月
2015年5月
2015年6月
2015年7月
2015年8月
2015年9月
2015年10月
2015年11月
2015年12月
2016年1月
2016年2月
2016年3月

2,260
2,307
2,268
2,286
2,280
2,377
2,394
2,390
2,435
2,396
2,515
2,512
2,531
2,619
2,590
2,685
2,617
2,588
2,631
2,752
2,799
2,858
2,844
2,798

2,043
2,098
2,074
1,999
1,942
1,990
2,175
2,222
2,277
2,234
2,316
2,414
2,441
2,475
2,455
2,479
2,390
2,450
2,477
2,619
2,639
2,677
2,673
2,649

1,851
1,846
1,853
1,741
1,766
1,830
2,078
2,101
2,137
2,172
2,271
2,136
2,259
2,367
2,203
2,437
2,299
2,294
2,383
2,338
2,465
2,592
2,358
2,382

1,458

1,998
2,127

1,998

2,269

1,429
1,420

1,535
1,512

1,620
1,663
1,825

1,782

1,768
1,836

1,728

1,866

1,294
1,288
1,266
1,244
1,269
1,291
1,352
1,395
1,363
1,444
1,457
1,462
1,637
1,681
1,632
1,628
1,673
1,691
1,686
1,680
1,721
1,708
1,697
1,697

1,162
1,163
1,162
1,135
1,125
1,167
1,218
1,244
1,268
1,349
1,396
1,465
1,546
1,602
1,551
1,513
1,571
1,529
1,584
1,515
1,538
1,504
1,494
1,460

924
1,053
1,008

968
906
929

1,002
1,053
1,013
1,004

1,134
1,091
1,072
1,080

1,072
1,076

1,076

880
919
915
918
934
924
929
945
933
979

1,006
1,011

946
1,050
1,073
1,097
1,085
1,098
1,105
1,080
1,054
1,103
1,094
1,080

Ａ-5月 Ａ-4 Ａ-3 Ａ-2 Ｂ-4 Ｂ-3 Ｂ-2 Ｂ-3
和牛去勢 F１去勢 乳牛去勢

Ｂ-2 コ　メ　ン　ト

和牛若干高めで推移
和牛若干高めで推移
和牛若干高めで推移
和牛若干高めで推移
和牛若干高めで推移
和牛若干高めで推移
和牛高値で推移
和牛高値で推移
和牛高値で推移
和牛高値で推移
和牛高値で推移

（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
（和牛・交雑・ホルス）高値で推移
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取扱品目のあらまし

株式会社 ジュウチク

動物用ワクチン・血清類一切，獣医畜産用薬品全般
家畜・家禽の飼料添加剤各種，獣医畜産用器具機械類
衛生材料（ガーゼ・脱脂綿・繃帯・その他）
土壌関係検査測定器具・試薬

岡山市北区奉還町4-4-11 岡獣ビル内 TEL 086-214-2288
FAX 086-214-2287

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い
申し上げます

安全・安心な肉用牛・肉豚・鶏卵の生産農場

岡山JA畜産グループ

残暑お見舞い申し上げます

新見市哲多町田淵１６２６番地の１

岡山JA畜産株式会社 代表取締役 石原　正敬

新見市哲多町田淵１６２６番地１

有限会社 哲多和牛牧場 代表取締役 荒嶋  弥寿夫
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残暑お見舞い申し上げます
●JAグループの一員として、「安全で安心な飼料」の製造販売を通じて畜産経営の

発展と豊かな食文化の創造に貢献します。

●商品の品質を大切にし、JAグループの信頼と「お客様の満足の向上」を目指します。

当社は「心」を大切にし、安全で安心な畜産物を提供
するために生産者と消費者の「架け橋」となります。

JA西日本くみあい飼料㈱中国支店
〒700-0826　岡 山 市 北 区 磨 屋 町 9 - 1 8
TEL 086（234）6896　　FAX 086（212）3786
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残暑お見舞い申し上げます

西日本興農株式会社
〒708-0841　津山市川崎86-1

TEL 0868-26-1180　FAX 0868-26-6836

畜産機械器具、資材取扱
残暑お見舞い申し上げます

代表取締役　柿 本 平 三

残暑お見舞い申し上げます

代表理事組合長  真田　善弘

おかやま酪農業協同組合
代表理事組合長 東山　基

　　〃　 専　務 吉原謙一
〒708‒0841　津山市川崎94‒1

TEL（0868）26‒1101　FAX（0868）26‒6763

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます

岡 山 県 孵 卵 協 会
会長　山　上　祐一郎

残暑お見舞い申し上げます

役　員　一　同
会長　安　原　健　二

残暑お見舞い申し上げます

岡山県養豚振興協会
会長  石原　正敬

事務局　岡山市北区磨屋町９－１８　岡山県農業会館
　　　　（一社）岡山県畜産協会内　（０８６）２３４－５９８１

残暑お見舞い申し上げます
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会長  春名　章宏
役職員一同

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

会長理事  青江　伯夫
〒７００－０８２６　岡山市北区磨屋町９番１８の４０１号（岡山県農業会館）
ＴＥＬ（０８６）２２２－３２1８　　ＦＡＸ（０８６）２２６－３４４３

農家のための優良保証機関
岡山県農業信用基金協会

理事長  髙田　勉
役職員一同

〒７００－０９７３　岡山市北区下中野３５０－１０３
ＴＥＬ（０８６）２４１－４７３３　　ＦＡＸ（０８６）２４１－４７２２

（一社）岡山県配合飼料価格安定基金協会

会長  狩谷 和宏
　　　役員一同

岡山県家畜人工授精師協会

公益社団法人 岡山県獣医師会

〒700-0973　岡山市北区下中野350̶103
TEL （086）243－1879 FAX （086）241－8543 http://www.oka-vet.or.jp/

畜産経営の安定に寄与する

暑い夏が過ぎれば、受胎率向上のチャンスです！
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動物用医薬品
総 合 商 社

取扱品目 動物用医薬品、医薬品、飼料添加物、混合飼料、
動物用機器・機材、土壌検査器具・機材　他畜産関連商品

事業所一覧
本 社
岡山オフィス
ＡＨＳＣ西日本
御津物流センター

〒061-1274
〒700-0822
〒703-8256
〒709-2122

北海道北広島市大曲工業団地６丁目２番地１３
岡山県岡山市北区表町３丁目５番１号
岡山県岡山市中区浜１丁目１０番５号
岡山県岡山市北区御津吉尾１番地１

TEL ０１１-３７６-３８６０　FAX ０１１-３７６-３４５０
TEL ０８６-２２４-１８１１　FAX ０８６-２２４-１８１９
TEL ０８６-２７０-９５１０　FAX ０８６-２７０-８３７１
TEL ０８６７-２４-４８１６　FAX ０８６７-２４-４８８２

【中国営業部】
岡山支店　〒709-2122　岡山県岡山市北区御津吉尾１番地１　　　　   TEL ０８６７-２４-４８８０　FAX ０８６７-２４-４８８９
広島支店　山口支店　鳥取支店　島根支店

【四国営業部】
【近畿営業部】
【北海道営業部】
【東北営業部】
【北九州営業部】
【南九州営業部】
【食品営業部】

高 松 支 店　徳島支店　松山支店　宇和島支店
京都支店　大阪支店　兵庫支店
札幌支店　函館支店　旭川支店　帯広支店　北見支店　釧路支店　東京支店
青森支店　秋田支店　盛岡支店　一関支店　山形支店　仙台支店
福岡第一支店　福岡第二支店　熊本支店
宮崎支店　鹿児島支店　鹿屋支店
福岡食品支店　宮崎食品支店　鳥栖食品支店　唐津食品支店　東京食品支店

※AHSCはアニマルヘルスサポートセンターの略称です

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
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死亡牛・死亡豚他の処理

廃食油

医療廃棄物

有機性汚泥

動植物性残渣

取扱品目

岸化学グループ
株式会社　正和

岡山本社 〒712-8055　岡山県倉敷市南畝1丁目13番1号

広島事業所 〒738-0513　広島県佐伯区湯来町大字伏谷字今山137番58

福山事業所 〒729-3102　広島県福山市新市町相方1089-19

鳥取事業所 〒680-0906　鳥取県鳥取市港町51番地

津山事業所 〒708-1544　岡山県久米郡美咲町周佐1377-4

TEL 086（450）3807
FAX 086（450）4008
TEL 0829（40）5177
FAX 0829（40）5178
TEL 0847（54）2007
FAX 0847（54）2008
TEL 0857（50）1736
FAX 0857（50）1738
TEL 0868（62）1232
FAX 0868（62）1233

代表取締役　岸　小三郎

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます



高 知 競 馬 開 催 案 内
　地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。

開催日
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

○
○

○
○

○
○

ナイター 
ナイター

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

備　考 開催日 備　考 開催日 備　考 開催日 備　考
 9　月

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

○
○

○
○

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

○
○

○
○

○
○

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

10　月

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

○
○

○
○

ナイター
ナイター

ナイター
ナイター

ナイター（15：30～20：50） ナイター（15：30～20：50）

　岡山県馬事畜産振興協議会（事務局　岡山県
畜産協会）は、平成28年 7月23日（土）に高知競馬
場において、「岡山県ももたろう特別」競走を開催
し、協議会員 7 名が参加しました。先着300名には、
蒜山ジャージーヨーグルトを配布し、大変好評で
した。レースは、第 6 Rサラ系800mで、牝 4 才、
サマーサティー号（馬主　酒井孝敏）が勝利し、
馬主や騎手の皆さんに、おかやま和牛肉を贈呈し、
大変喜んで頂きました。

ホ ッ ト ニ ュ ー ス

発行人　樋口義男　　　編集人  柴田範彦  
発行所　一般社団法人  岡山県畜産協会
〒７００－０８２６  岡山市北区磨屋町９－１８  岡山県農業会館５階
TEL０８６－２２２－８５７５　　FAX ０８６－２３４－６０３１
印刷所  　ノーイン株式会社

岡山畜産便り　８月号（夏季号）
第６７巻　第５号（通巻６６４号）
平成２８年８月２５日発行  
定価２５０円 （消費税・送料含）

　今年も猛暑が続いた。スタミナ回復にひとつ焼肉といきたいとこ
ろだが、昨今特にやわらかくて美味しい和牛肉は、店頭で100gが
1000円以上もする。我々庶民にはなかなか手が出ない逸品である。
　原因は和牛の繁殖頭数の減少である。この 6 年間に全国規
模で684千頭から588千頭と10万頭も減少し、戸数も64千戸から
44千戸と2 万戸減少している。口蹄疫や東日本大震災による一
次的な減少はともかくとして、最も大きな要因は高齢化による担い
手不足である。
　他の農作物もしかり。先日岡山特産の白桃が店頭で一個1000
円で売られていた。これではふるさとの美味しい桃を我々庶民は
気軽に味わうことができない。故郷の農作物の美味しさを知らない
人たちが増えていくのも気になった。消費離れにもつながるであろう。
　増産への積極的な取組や流通の見直しなど、待ったなしの課
題が山積している。（N・S）

あとがき
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高梁市　　三宅　勇輝さん（乳用牛）
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岡山県における酪農振興施策について
　　　岡山県農林水産部畜産課
〔県民局だより〕
　鶏卵の生産性向上と地域との共存を目指して
　～有限会社スカイファーム（倉敷市）～
　　　備中県民局畜産第一班
〔家保のページ〕
　西大寺地区の平成27年度体細胞数適合率が岡山県下NO.1！
　　　岡山家畜保健衛生所
〔共済連だより〕
　家畜診療日誌
　　　北部基幹家畜診療所　西川　達也
〔技術のページ〕
　バランスの取れた食事が繁殖性向上につながる！
　　　岡山県農林水産総合センター畜産
　　　研究所生産性向上研究グループ
〔特集〕
　平成27年岡山県生乳生産動向
　　　（一社）岡山県畜産協会

〔畜産現場の声〕
　地域で仲間と共に
　　　高梁市　三宅　勇輝
〔教育現場の声〕
　瀬戸南高校における畜産教育
　　　瀬戸南高等学校
〔学生募集〕
　岡山県農林水産総合センター農業大学校
〔ホットニュース〕
　岡山県初！IFFA2016国際食肉加工コンテストで金賞受賞！
　～（有）福池精肉店　Acht/Herzen（アハト／ヘルツェン）～
　　　岡山県農林水産部畜産課
　県内初の養豚での農場HACCPの取組　　　
　　　（一社）岡山県畜産協会
〔お知らせ〕
　牛白血病検査を受けませんか！！
　　　（一社）岡山県畜産協会
枝肉市況
　　　全農岡山県本部畜産部
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残暑お見舞い申し上げます


